
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

札幌クラブ CS,EMC 担当 中田 

を 昇 天 は

 

 
 

2               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
 

THE SERVICE CLUB OF YMCA 

THE INTERNATIONAL ASSOCIAION OF Y’S MEN’S CLUBS 

CHATERED IN 

NOVEMBER 21,1955 

c/o YMCA 
MINAMI 11 NISHI 11 
CUO-KU SAPPORO 
〒064-0811 
011(561)5217 

― 主 題 ― 

國際会長      

アジア会長     

東日本区理事  

北海道部部長    

札幌クラブ会長  

 

札幌クラブ役員 

会 長  柴田 伸俊 

副 会 長   伏 木  康    

書 記  伏木 康 

会 計  秋葉 聡志 

直前会長 宮﨑 善昭 

 

キム・サンチェ (韓国) 
大野 勉（神戸ポート） 
大久保 知宏 （宇都宮） 
中村 義春（十勝） 
柴田 伸俊（札幌） 

. 

 

２０２２年１月 

２０２１年 12月例会     在籍会員 ９名   例会出席 7名   メネット 0名    メーキアップ 0名 

出席報告     ゲスト 1名    ビジター ４名    出席者合計 １２名     出席率  ７８％ 

 

 

 今月の言葉

聖句 

「世界とともにワイズメン」 
「100 年を越えて変革しよう」 
「私たちは次の世代のために何が出来るか？」 
「心を高めよう パート２ ワイスダムの繫りを友情の輪に」             
「踏み出そう 次の一歩」 

 

 

 

「目に見えているものは、幻想。 見えないものこそ、現実。」 

               (山崎修選) 
 
マルチン・ルター （中田靖泰選） 

 

 

  小野 健 
 
 
 

 

世界の 5 歳未満児のうち、

栄養不良に陥っている子ども

たちの数は、1 億 4,920 万人

が発育阻害（日常的に栄養を

十分に取れずに慢性栄養不良

に陥り、年齢相応の身長まで

成長しない状態、世界の 5 歳

未満児人口の 22.0%）、4,540

万人以上が消耗症（急性ある

いは重度の栄養不足から生 

じ、十分なカロリーを摂取できておらず、差し迫った

死のリスクに直面している状態、世界の 5 歳未満児人

口の 6.7%）にあるといわれています。栄養不良の子ど

もは健康に育つことができないだけでなく、感染症に

かかりやすくなり、命さえ落とすことがあります。ま

た、栄養不良がもたらす知能や身体の発達の遅れは、

成長した後もずっと子どもたちの人生に大きなマイナ

スの影響を与え続けます。そのため、栄養分野への取

組みは最も重要な開発課題の一つであり、持続可能な

開発目標（SDGs）のゴール 2 では、2030 年までにあら

ゆる形での栄養不良を解消することを目指していま

す。 

から「農業を通じた栄養改善プロジェクト

（PASNA）」というプロジェクトがスタートし、私は

チームリーダーとしてこのプロジェクトの実施に携

わって私が長年活動している西アフリカのブルキナ

ファソでも、栄養不良は重要な問題となっており、

昨年います。 

ひとびとの栄養状態は、適切な食料の入手や栄養

バランスの取れた食事、子供や女性へのケア、母乳

育児や補完食（離乳食）、保健サービスへのアクセ

ス、安全な水と衛生など、さまざまな要因に影響さ

れます。このため、農業・食料、保健、教育、水・

衛生などの様々な側面から分野横断的に取り組むこ

とが必要です。 

PASNA プロジェクトでもマルチセクトラルなアプロ

ーチを前面に出した活動を計画しています。農業普

及と市場価値の高い作物を生産・販売することで農

村部の家庭の収入を向上させる、栄養価の高い野菜

などを自分たちで栽培・消費することで少しでも栄

養のある食事を目指す、小学校での児童へなど様々

な場所で様々な人たちに栄養改善の重要性を伝える

啓発活動、手洗いやトイレの普及などなど、本当に

多種多様な活動を色々な役所の人たちと協力の栄養

教育や学校給食の改善、保健センターや公共施設し

て実施していかなければなりません。また、ブルキ

ナファソでは治安が悪化しているために日本人のエ

キスパートは現場に赴いて活動することができませ

ん。COVID-19 の脅威も引き続き存在しています。

色々なハンディキャップを抱えながら非常にチャレ

ンジングなこれから 4 年間のプロジェクトですが、

少しでもブルキナの子供たちが健康に人生を送れる

お手伝いができればと考えているところです。 

 

 EF, PWA Legacy, JEF  

 

 

 

 

左：蒸かしたベンガ豆に油と塩をかけて食べる。 

上：油炊き込みご飯。乾燥魚のかけらだけ。 

右：ピーナツソースのご飯。ほんの少しの野菜。 

美味しいけれど栄養バランスが非常に悪い。 

これを一日一食だけの家庭も多い。 
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日時：2022 年 1 月 18 日（火）18:30～20:30 

会場：北海道 YMCA 101 教室  (＋リモート） 

会費：1,000 円（弁当持ち帰り） 

プログラム 

司会  札幌クラブ副会長 伏木 康                

①  開会点鐘    札幌北クラブ会長   小谷 和雄 

②  ワイズソング、ワイズの信条       全員 

③  今月の言葉 ＆    なぜこの言葉を 山崎 修 

④  開会あいさつ  札幌北クラブ会長   小谷 和雄        

⑤  参加者自己紹介 

  卓話者：  森下 昌市郎様 

  新入会員： 山崎修（札幌クラブ） 

    ゲスト & ビジター： 他区、他部、 

   北海道部、札幌北クラブ、札幌クラブ 

⑥ 誕生日    

札幌北クラブ 佐藤  貴子  1 月 20 日 

札幌クラブ  伏木恵美子   1 月   5 日 

⑦ 結婚記念日      

札幌クラブ 山崎修・樹子夫妻 

12 月 24 日 

⑧ 卓話者紹介        司会者 

⑨ 卓話 

 

  
⑩  諸報告 

⑪ ＹＭＣＡ報告 札幌北クラブ 

         札幌クラブ  北川佳治 

⑫ 今月の歌 

（山は白銀～）（中田靖泰選） 

⑬ 閉会挨拶・点鐘  

札幌クラブ会長  柴田 伸俊 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨ 諸報告 

 
 

 
 

 
 

 

日時： 2021 年 12 月 20 日（月）18:30～20:00 

出席： 伏木・宮﨑・中田・秋葉・柴田・北川 

 （リモート出席）大久保知宏（東日本区理事） 

    （北海道部）中村部長、山下部書記 

    （札幌北クラブ） 小谷会長 

クリスマスの 12 月ということで、札幌手稲教

会の原牧師をお招きし、キリスト誕生の羊飼いに

ついてのお話しをいただいた。続いて待望の入会

式は大久保理事によるリモートでの司式で始ま

る。後半は中村部長からのバッジ着装とワイズグ

ッズの贈呈で無事入会式が終了した。 

幾つかの連絡事項の後、明日（12 月 21 日）に

控えたキタラコンサートの最終打合せで、例会は

終了した。     （柴田記） 

 

 

 

 

 

 

 

以上 

 

 

札幌ワイズメンズクラブ１２月事務会 

札幌ワイズメンズクラブ 1２月事務会記録 

 

 

 

日時： 2021 年 12 月 28 日（月）19:00～20:00 

出席： 柴田(長)・秋葉・小野・伏木・山崎 

１． コンサート関連： 

 補助金清算の手続きを安田、秋葉で進行中。 

２．1 月合同例会： 

 日時：１月 18 日（火）18:30~20:30 

 場所：ＹＭＣＡ101 号室対面＆リモート 

 食事：会費/1,000 円 弁当持帰 飲み物用意 

 卓話者：森下昌市郎氏 

 テーマ：「若き日の澁澤栄一」 

卓話終了後、チャリティラン協賛グッズのオー

クションを実施。売り上げをＹＭＣＡへ募金。 

 （準備―秋葉、進行―伏木） 

３．1 月事務会： 

 １月 25 日（火）19:00 ~21:001(meet) 

 2 月例会、絵\3 月例会について 

 秋葉欠席の為、ホストは北川。 

４．ＹＭＣＡリーダーＯＢ・ＯＧ動向 

 伏木メンより情報を共有。キャンプ協会会長の

粥川さんを卓話に招くなどするとＯＢを動員出来

るかもしれないとのこと。粥川氏はＹMCA 評議

員。元北翔大学教授で木田さんのゼミの教授。ど

のルートで依頼するかは秋葉、北川、木田で慎重

に検討する。 （秋葉記。一部編集） 

 

 

 

 

 

 

写真下： 

前列左から、小谷、中村、

柴田、山崎、中田 

後列左から、北川、宮崎、

山下、伏木、秋葉 

正面壁に大久保理事 

 

写真上 

バッジ着。装 

左、山崎修氏 

右、中村部長 

     

コロナ共生時代になり、これまでの常識が変わりゆ

く時代です。目に見える常識だけを信じ続ければ時代

の変化についていけないことが明らかになりました。 

スキーでも難斜面を滑る技術はあっても、目で見る

ことで怖気づき、見える幻想に惑わされることが良く

あります。未来への想像力が生き抜くために大切な時

代となっているのでこの言葉を選ばさせて頂きます。 
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クリスマスおめでとうございます。今回はイブの日に「野宿をしながら、夜通し羊の群れの番をしてい

た」羊飼いに焦点を当てたいと思います。羊飼いは静寂のなか、焚き火で手を温めながら過ごしていまし

た。そこへ突然、天使が明るく照らし出し「あなたがたのため 

に救い主がお生まれになった。これは民全体の大きな喜びです」 

と告げる。そしてさらに、この天使に天の大軍が加わり高らか 

に歌う。やがてその光と歌声は、天に去ってゆき、再びそこに 

は静寂と暗闇と寒さが戻ってくる。「いったい、今の何だっ 

たんだ？」そう羊飼いたちは思ったことでしょう。 

羊飼いの集団は、当時のユダヤ人の社会においては孤立した存 

在でした。ユダヤ人の生活は、ユダヤ教の「律法」と呼ばれる 

戒律によって、こと細かに様式が定められています。その中に 

は「夜は外に出歩かない」というものがあり、羊飼いにはその 

律法はどうしても守れません。 

 つまり、羊飼いは「神の掟に反して生きざるをえない哀れな集 

団」という偏見にさらされ、そして不用意に一人で町や村に近づ 

くと殺される危険性もあるというものだったのです。そういう、 

社会から見下され、見放され、寒い夜に焚き火ひとつで、野宿の 

越冬をする、少数者の集まり、マイノリティの人びとのところに、 

まず真っ先に「救い主が生まれた。メシアが生まれた」という知 

らせが届いたという、この意外性を持つ内容がクリスマスの物語 

です。 

 何が意外性なのか。それは一番底辺にいた存在へ、最も大きな喜びがやってきた、ということです。現代

のわたし達は、まずは困窮する人々、苦悩する人々へ思いを寄せることを大事にします。しかし、2000 年前

は金持ちは祝福されている、権力者は神から力を与えられていると考えられ、底辺にいる人々は「ダメな

人」のレッテルを貼られていました。当時のクリスマスはそういった人々へ喜びがまず与えられたのです。

このことをわたし達は忘れずに、思いを寄せる存在に目と心を寄せて今後も歩んでいきたいと願います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2:8 14        

スクロヴェーニュ礼拝堂の 

フレスコ画 

ジョットの「キリストの降誕」 

さて、この土地に、羊飼いたちが、野宿で夜番をしながら羊の群れを見守っていた。すると種の使いが

彼らのところの来て、主の栄光が周りを照らしたので、彼らはひどく怖れた。み使いは彼等らに言った。

「怖れることはありません。今、私はこの民全体のためのすばらしい喜びを知らせに来たのです。きょう

ダビデのましで、あなたがたのために、救い主がお生まれになりました。この方こそ主キリストです。あ

なたがたは、布にくるまって飼い葉おけに寝ておられるみどりごを見つけます。これが、あなたがたのた

めのしるしです。」すると、たちまち、そのみ使いといっしょに、多くの天の軍勢が現れて、神を賛美し

て言った。 

「いと高き所に、栄光が、神にあるように、地の上に、平和が、御心にかなうひとびとにあるように。」 

                ルカの福音書 2 章 8 節～14 節 

 

  

 

 
 

左： 北海道新聞「今日の話

題」に掲載された山崎会員の

ユニークな時宜庸です。是非

ご参考にされて下さい。 

 

上： 「山崎石材工業」社屋

です。一度お尋ねください。 

 

 



 

 

 

安田文子会員  ショパン・コンサート復活  
―ト 
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ワイズの信条  

１． 自分を愛するように、隣人を愛そう。 

２． 青少年のためにＹＭＣＡに尽くそう。 

３． 世界的視野をもって、国際親善をはかろう。 

４． 義務を果たしてこそ、 

権利が生ずることを悟ろう。 

５． 会合には出席第一、 

社会には奉仕第一を旨としよう。 
 
 

ＹＭＣＡニュース   担当主事 北川 佳治 

 

冬休み短期集中プログラム終了報告 
コロナ禍の中、子ども達の体験活動も、まだまだ

従来通りにはなっていませんが、YMCA では各種対策

を講じつつ、年末より冬休み短期教室を開催し、1

月 18 日のスキースクールを最後に、予定全プログラ

ムが終了しました。 

館内プログラムには 660 名程、スキーには 280 名

程、総勢 900 名を超える子ども達が YMCA プログラム

に参加しました。 

様々な体験活動を通して、新しいお友達ができた

り、学びを得たり、楽しい思い出を作ったり、とそ

れぞれが貴重な経験の場とすることができました。 

2022 年も YMCA に関わる全ての皆様や地域にポジ

ティブネットを拡げられるよう、スタッフ一同邁進

してまいります。本年もどうぞ宜しくお願い致しま

す。 

 

12月 21日（火）、2年間この日を待ちわびていた

観客の出足は雪がちらつく中でも順調でした。札幌

ワイズメンズクラブは全会員の他、秋葉、柴田、宮

崎メネットのほか、山崎コメットも加わり、受付、

案内、レコード販売、さらには YMCAのベトナムグ

ッヅの販売などに総力を挙げて取り組みました。                                                                    

大忙しの中でやがて開演。在仏 30年のチェロの

名手と、ポーランド、ロシア仕込みのショパンの息

もぴったり。15分の休憩を挟んでの 2時間余の演

奏もあっという間でした。カーテンコールも幾度も

幾度も鳴りやまず、演奏者お二人もそれに応えて、

予定を 20分も超過しての終演でした。観客には、

イブを前に何よりのクリスマスプレセントでした。 

「ご苦労さん会」はコロナ下ということもあり、

人数限定の個室でこじんまりと行いました。津留崎

氏は緊張の演奏後ということもあり快調に話が弾

み、日本とフランスの違いや食生活、気候と住み易

さはどっち等々、会員からは新庄ビッグボス、ファ

イターズ、与那嶺などかなり時代をさかのぼった野

球の話も続く。蛍の光を聞きながら、中村部長の締

めの挨拶であっという間の 1 時間半が終了しまし

た。 

参加者：  秋葉、秋葉メネ、柴田、柴田メネ、 

中田、伏木、山崎、宮崎、宮崎メネ 

ＹＭＣＡ: 渋田、佐藤、 

十勝クラブ： 中村、山下 

 

 

 

 

 

 


